
平成 18 年 8 月 25 日 

 

協力企業作業員の負傷の調査結果について 

 

東 京 電 力 株 式 会 社 

福島第二原子力発電所 

 

平成 18 年８月２日午前９時 45 分頃、発電所の北防波堤改修のため消波ブ

ロックの据え付け作業を行っていた協力企業作業員が、作業に使用していた

ワイヤーを外すため当該ブロックに登った際、当該ブロックがずれて、ゆる

めていたワイヤーが張り、それに当たって落ち、顔や腰などを負傷しました。 

このため、午前９時 55 分頃、業務車で病院へ搬送しました。 

診察の結果、「頭部顔面外傷、腰部打撲症、左下脚打撲症」と診断されま

した。当該作業員は治療後、帰宅しました。 

（８月２日お知らせ済み）

 

 

調査の結果、当該ブロックがずれた原因は、当該ブロックを据え付けてワ

イヤーをゆるめた後で、当該ブロックの自重により据え付け箇所付近のコン

クリートあるいは石が破損したか石等が移動したことによるものと推定しま

した。 

 

対策として、消波ブロックを据え付ける場合は、安定して据え付けしたこ

とを多方向から確認することとします。 

また、ワイヤーの取り外しに係わる作業で、消波ブロックに乗る場合は、

ワイヤーを張った状態で行うこととします。 

さらに、これらについて、手順書に反映することとします。 

 

以 上 

 

http://www.tepco.co.jp/nu/f2-np/press_f2/2006/pdfdata/060802.pdf


転落

被災者

合図者

φ44mm、Ｌ＝10.0ｍ（ダブル）

吊ワイヤー

吊りフック

玉掛ワイヤー

φ32mm、Ｌ＝6.5ｍ

25t型

港外側

消波ブロックずれ

消波ブロック

上部工

港内側

堤　　体

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
移
動
後
＝
1
.
4
ｍ

（
転
落
高
さ
）

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
移
動
前
＝
1
.
7
ｍ

基礎ブロック

基礎ブロック

基礎砕石

捨石

基礎ブロック

捨石

袋詰コンクリート

支持点

支持点

港湾内側

合図者
被災者

吊りフック

吊り上げ用ワイヤー

北防波堤

港湾外側

転落

ブロックずれ

転落高さ：１．４ｍ

災  害  状  況  図


	060825_2F作業員負傷の調査結果HP文(FixRev.2).doc
	060825_2F作業員負傷の調査結果HP文図(FixRev.0).xls
	別２



平成18年8月25日


協力企業作業員の負傷の調査結果について

東京電力株式会社

福島第二原子力発電所

平成18年８月２日午前９時45分頃、発電所の北防波堤改修のため消波ブロックの据え付け作業を行っていた協力企業作業員が、作業に使用していたワイヤーを外すため当該ブロックに登った際、当該ブロックがずれて、ゆるめていたワイヤーが張り、それに当たって落ち、顔や腰などを負傷しました。


このため、午前９時55分頃、業務車で病院へ搬送しました。


診察の結果、「頭部顔面外傷、腰部打撲症、左下脚打撲症」と診断されました。当該作業員は治療後、帰宅しました。
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調査の結果、当該ブロックがずれた原因は、当該ブロックを据え付けてワイヤーをゆるめた後で、当該ブロックの自重により据え付け箇所付近のコンクリートあるいは石が破損したか石等が移動したことによるものと推定しました。


対策として、消波ブロックを据え付ける場合は、安定して据え付けしたことを多方向から確認することとします。


また、ワイヤーの取り外しに係わる作業で、消波ブロックに乗る場合は、ワイヤーを張った状態で行うこととします。


さらに、これらについて、手順書に反映することとします。


以　上

















